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©impress R&D, 2008ネット上での行動の中心となる場所として、ブラウザーを立ち上げたときに表示されるサイト（スタートページ）
の種類を尋ねている。Yahoo! JAPANに代表されるような「検索サイト」が66.4％で最も高く突出しており、
次いで「プロバイダーのホームページ」が8.5％、「白紙（設定していない）」が6.8％である。

66.4％がブラウザーのスタートページに「検索サイト」を設定
資料6 -2 -1　スタートページの種類（単一回答）　N=2,000

8割以上が「Yahoo! JAPAN」のアカウントを取得
資料6 -2 -2　大手ポータルサイトのアカウント取得状況（複数回答）［2007年 -2008年］
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大手ポータルサイトのアカウント取得状況をみると、検索サービスの利用率で最も比率の高い「Yahoo! 
JAPAN」が85.0％と突出して高く、「楽天市場」が58.9％、「goo」が 48.3％で続いている。インターネッ
ト利用者のほとんどが「Yahoo! JAPAN」のアカウントを取得していると言える。
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